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本
格
的
な
少
子
・
高
齢
化
社
会
の
到
来
、
情
報

化
の
進
展
、
さ
ら
に
は
市
町
村
合
併
の
推
進
な
ど

社
会
経
済
情
勢
の
大
き
な
変
化
の
中
で
、
地
方
自

治
体
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
大
き
く
見
直
し
を
迫

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
景
気
の
長
期
低
迷
に
よ

り
国
・
地
方
を
通
じ
て
極
め
て
厳
し
い
財
政
状
況

に
あ
り
、
地
方
公
共
団
体
の
体
質
の
強
化
は
緊
急

の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
現
在
の
勝
浦
町
の
行
財
政
を
全
般
に

わ
た
り
見
直
し
、
簡
素
で
効
率
的
な
行
財
政
運
営

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
町
で

は
、
平
成
十
五
年
十
二
月
八
日
学
識
経
験
者
で
組

織
す
る
行
政
改
革
調
査
会
を
設
置
し
、
川
口
町
長

か
ら
行
政
改
革
に
つ
い
て
諮
問
を
い
た
し
ま
し
た
。

調
査
会
で
は
、
三
回
に
よ
る
会
合
を
重
ね
、
最

終
答
申
が
平
成
十
六
年
二
月
二
十
三
日
に
川
口
町

長
に
出
さ
れ
ま
し
た
。
町
で
は
、
調
査
会
の
最
終

答
申
を
受
け
て
、
今
年
度
中
に
行
政
改
革
大
綱
を

策
定
す
る
予
定
で
す
。

な
お
、
答
申
さ
れ
た
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

一

市
町
村
合
併
の
推
進

勝
浦
町
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
十
分
認
識

す
る
と
と
も
に
、
昨
年
実
施
し
た
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
等
を
尊
重
し
、
基
礎
自
治
体
を
目
指
し

た
、
合
意
形
成
可
能
な
自
治
体
と
法
期
限
内
合

併
実
現
に
向
け
、
最
大
限
の
努
力
を
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

二

人
件
費
の
削
減

報
酬
お
よ
び
給
与
制
度
の
適
正
化
に
つ
い
て

絶
え
ず
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
討
を
行
い
次

の
取
り
組
み
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

一
期
間
を
定
め
て
報
酬
お
よ
び
職
員
給
料
カ
ッ
ト

を
行
う
（
特
別
職
報
酬
は
十
％
～
二
十
％
、
職

員
給
料
は
三
％
～
五
％
）

二
議
会
議
員
報
酬
に
つ
い
て
も
右
記
に
準
じ
た
報

酬
減
の
検
討

三
地
方
自
治
法
第
二
〇
三
条
の
規
定
に
よ
る
者
の

報
酬
お
よ
び
費
用
弁
償
等
の
見
直
し

四
職
員
の
勧
奨
退
職
制
度
を
活
用
し
、
職
員
の
新

陳
代
謝
を
促
進
す
る

五
職
員
の
欠
員
不
補
充
等
に
よ
り
、
人
件
費
の
抑

制
を
図
る

三

官
・
民
の
役
割
分
担
の
再
検
討

こ
れ
ま
で
の
行
政
は
、
町
民
の
さ
ま
ざ
ま
な

要
望
に
応
え
事
務
事
業
を
実
施
し
て
き
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
要
望
に
全
て
応
え
る
こ

と
は
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
は
、
不
可
能
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
り
、
我
々
町
民

も
全
て
行
政
に
ま
か
せ
る
の
で
は
な
く
、
行
政

町
民
、
各
種
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
な
ど
の
ま

ち
づ
く
り
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
明
確

に
し
て
ゆ
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
民
間
に
委
託
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
効

率
的
に
な
る
も
の
な
ど
は
そ
の
基
準
を
明
確
に

し
、
民
間
委
託
計
画
を
策
定
す
る
な
ど
し
て
推

進
す
べ
き
で
あ
る
。

四

受
益
者
負
担
の
見
直
し

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
設
置
目
的
や
歴
史
的
な

背
景
の
相
違
に
よ
り
、
使
用
料
を
徴
収
し
て
い

な
い
場
合
も
あ
る
が
、
今
後
は
公
平
性
の
観
点

か
ら
利
用
者
負
担
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
が

必
要
で
あ
る
。

五

情
報
公
開
に
よ
る
住
民
参
加
の
促
進

開
か
れ
た
行
政
を
進
め
る
う
え
で
は
、
行
政

の
積
極
的
・
能
動
的
な
情
報
の
公
開
や
町
民
と

行
政
の
双
方
向
の
情
報
の
や
り
と
り
が
不
可
欠

で
あ
り
、
情
報
提
供
の
さ
ま
ざ
ま
な
し
く
み
を

条
例
な
ど
に
明
確
に
位
置
付
け
る
な
ど
、
ル
ー

ル
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

六

課
の
統
合
の
推
進

組
織
・
機
構
の
簡
素
・
合
理
化
を
引
き
続
き

推
進
す
る
と
と
も
に
、
グ
ル
ー
プ
制
、
チ
ー
ム

制
な
ど
先
進
自
治
体
の
取
り
組
み
状
況
を
十
分

調
査
検
討
の
う
え
、
可
能
な
部
署
か
ら
実
施
に

向
け
て
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

七

特
別
職
の
体
制
の
見
直
し

人
件
費
抑
制
の
た
め
収
入
役
を
廃
止
し
、
行

政
組
織
を
ス
リ
ム
化
し
て
い
る
町
村
は
、
本
県

を
は
じ
め
他
県
で
も
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
が

収
入
役
は
首
長
ら
の
予
算
執
行
機
関
か
ら
独
立

し
た
会
計
機
関
を
担
当
し
、
ペ
イ
オ
フ
対
策
、

決
算
調
整
、
基
金
管
理
等
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
。
仮
に
収
入
役
を
廃
止
し
、
助
役
が
兼

答申書を山本会長から受け取る川口町長

勝
浦
町
行
政
改
革
調
査
会
か
ら

川
口
町
長
へ
答
申
が
出
さ
れ
ま
し
た

よ
り
高
い
効
率
性
と
徹
底
し
た
簡
素
合
理
化
を
目
指
し
て
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務
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
財
務
規
則
等
に
お
い

て
、
会
計
事
務
を
補
助
す
る
職
員
、
助
役
が
不

在
の
場
合
の
代
決
者
等
を
規
定
し
、
責
任
分
野

を
明
確
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
教
育
長
の
事
務
局
長
兼
務
に
つ
い
て

は
、
地
方
自
治
法
に
よ
り
予
算
の
調
整
お
よ
び

執
行
す
る
こ
と
の
権
限
を
有
し
な
い
こ
と
か
ら
、

現
実
的
に
は
む
ず
か
し
い
と
思
わ
れ
る
。

八

小
学
校
・
保
育
所
の

統
合
に
つ
い
て
の
検
討

少
子
化
の
影
響
か
ら
、
小
学
校
の
児
童
数
や

保
育
所
の
幼
児
数
は
減
少
の
一
途
を
た
ど
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
今

後
に
お
い
て
は
施
設
数
、
定
員
規
模
へ
の
改
善

や
余
裕
教
室
の
有
効
活
用
な
ど
抜
本
的
な
見
直

し
が
必
要
と
な
り
、
効
率
的
な
施
設
運
営
を
図

る
た
め
に
、
統
廃
合
は
避
け
て
通
れ
な
い
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
統
廃
合
計
画
書
策
定
な

ど
に
よ
り
児
童
家
庭
へ
の
影
響
に
配
慮
し
な
が

ら
、
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

九

公
営
企
業
の
健
全
化

依
然
と
し
て
勝
浦
病
院
の
運
営
は
厳
し
い
状

況
に
あ
る
が
、
地
域
医
療
を
担
う
勝
浦
病
院
は

存
続
を
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
運
営
コ
ス
ト
削

減
の
た
め
に
は
、
民
間
に
委
託
で
き
る
業
務
に

つ
い
て
は
民
間
委
託
な
ど
、
各
部
門
ご
と
に
経

費
削
減
を
行
い
存
続
へ
の
道
筋
を
つ
け
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

十

事
務
の
効
率
化
の
促
進

お
よ
び
経
費
節
減

事
務
事
業
の
廃
止
、
縮
小
、
統
合
等
徹
底
し

た
見
直
し
を
行
い
、
事
務
事
業
改
善
計
画
等
を

策
定
す
る
な
ど
、
実
施
目
標
を
明
確
に
定
め
、

事
務
事
業
の
廃
止
、
縮
小
、
統
合
、
再
構
築
を

図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
複
雑
、
多
様
化
す
る
事
務
事
業
に
対

応
す
る
た
め
に
は
、
事
務
事
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

作
成
な
ど
に
よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
事
務
執
行
を
行

う
必
要
が
あ
る
。

十
一

財
政
の
改
善

勝
浦
町
の
財
政
状
況
は
、
中
期
財
政
見
通
し

の
と
お
り
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
は
基
金
を
取

崩
さ
な
け
れ
ば
実
質
収
支
が
赤
字
に
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
、
極
め
て
厳
し
い
財
政
運
営
が
懸

念
さ
れ
て
お
り
、
計
画
的
な
財
政
運
営
が
緊
急

な
課
題
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
非
常

事
態
と
言
っ
て
い
い
も
の
で
あ
り
、
早
急
に
中

期
財
政
収
支
の
見
通
し
を
以
っ
て
、
財
政
健
全

化
計
画
を
策
定
し
、
健
全
財
政
に
向
け
た
実
行

あ
る
対
策
を
求
め
る
。

ま
た
、
収
入
面
で
の
税
や
住
宅
料
の
徴
収
率

向
上
に
向
け
た
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
も
早
急

に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

十
二

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
・

Ｉ
Ｔ
関
連
シ
ス
テ
ム
の
有
効
利
用

住
民
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
限
ら
れ

た
資
源
の
な
か
で
、
効
率
的
で
最
良
の
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ

し
て
、
町
が
目
指
す
べ
き
「
住
民
が
納
得
す
る

サ
ー
ビ
ス
」
を
提
供
す
る
に
は
、
町
政
運
営
の

視
点
を
今
ま
で
の
「
行
政
管
理
」
か
ら
「
行
政

経
営
」
に
転
換
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
産
業
で
あ

る
と
い
う
立
場
・
理
念
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が

不
可
欠
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
Ｉ
Ｔ
関
連

シ
ス
テ
ム
の
有
効
活
用
に
よ
り
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

十
三

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
有
効
利
用

事
務
事
業
の
執
行
に
は
、
単
に
経
費
削
減
を

図
る
の
で
は
な
く
、
必
要
な
事
務
事
業
の
取
捨

選
択
で
き
る
評
価
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
は
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入

れ
る
な
ど
、
よ
り
質
の
高
い
実
効
性
あ
る
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

十
四

投
資
的
経
費
お
よ
び

政
策
的
経
費
の
削
減

投
資
的
経
費
や
政
策
的
経
費
に
つ
い
て
は
、

町
財
政
の
規
模
に
見
合
っ
た
公
共
事
業
を
行
う

な
ど
、
真
に
必
要
な
事
業
の
選
択
と
コ
ス
ト
の

縮
減
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
継
続
中
の
事
業
で

あ
っ
て
も
、
事
業
の
必
要
性
に
つ
い
て
徹
底
し

た
検
証
を
行
い
、
事
業
の
廃
止
、
進
展
を
判
断

す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
財
政
的
に
不
相
応
な
制
度
に
つ
い
て

は
住
民
に
対
し
て
十
分
な
説
明
を
行
い
、
廃
止

す
る
な
ど
勇
気
あ
る
決
断
が
必
要
で
あ
る
。

十
五

人
事
制
度
の
見
直
し

組
織
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
は
、
行
政
課

題
を
解
決
で
き
る
人
材
の
開
発
が
重
要
で
あ
り

職
員
の
向
上
心
や
仕
事
に
前
向
き
に
取
り
組
む

意
識
を
喚
起
す
る
人
事
管
理
を
進
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
人
事
制
度
の
見
直
し
、
高
度
・
専

門
化
す
る
事
務
に
対
応
す
る
職
員
の
確
保
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
し
く
み
を
検
討
し
、
公
務
能
率
の

向
上
を
図
る
人
事
管
理
制
度
を
積
極
的
に
導
入

す
る
必
要
が
あ
る
。

十
六

各
種
財
産
の
見
直
し

遊
休
財
産
の
現
状
を
再
点
検
し
、
行
政
需
要

に
沿
っ
た
利
活
用
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、

不
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
売
却
も
含
め
貸
し

付
け
等
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

＊
答
申
全
文
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
勝
浦
町
行
政
改
革
調
査
会
委
員
は
、
次

の
方
々
で
す
。
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

３

会 長 山 本 貞 雄

委 員 横 山 聖 子

委 員 武 田 京

委 員 滝 花 恒 子

委 員 高 橋 嗣 男

委員 名 簿



４

古
紙
の
回
収
に
ご
協
力
を

古
紙
の
回
収
日
時

回
収
指
定
場
所

古
紙
の
分
別
方
法

問
い
合
わ
せ
先

坂本川

県道

勝浦町民
体 育 館

勝浦町農村環境
改善センター

こ
れ
ま
で
中
角
の
農
村
婦
人
の
家
敷
地
内

の
一
か
所
の
み
の
保
管
庫
で
し
た
が
、
古
紙

が
保
管
庫
か
ら
溢
れ
出
し
た
り
、
保
管
庫
が

遠
い
な
ど
、
旧
横
瀬
地
区
へ
新
設
を
求
め
る

声
が
多
数
町
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
三
溪
の
町
民
体
育
館
裏

に
新
た
な
リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫
の
建
設
計
画

を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
完
成
し

ま
し
た
。

古
紙
の
回
収
受
け
入
れ
は
、
四
月
か
ら
の

予
定
で
す
が
、
婦
人
の
家
と
は
別
の
日
に
回

収
す
る
予
定
で
す
。
詳
し
く
は
、
四
月
号
の

広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

三
月
六
日

午
前
九
時
ま
で

勝
浦
町
大
字
中
角

勝
浦
町
農
村
婦
人
の
家
敷
地
内

リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫

※
回
収
日
の
五
日
前
か
ら
指
定
場
所
に

置
け
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
各
ご
家

庭
で
保
管
く
だ
さ
い
。

一

段
ボ
ー
ル

二

新
聞
紙

チ
ラ
シ
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫

で
す
。
そ
れ
以
外

(

広
報
等)

は
入

れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

三

古
本

(

雑
誌)

同
じ
種
類
の
本
に
分
け
て
く
だ
さ
い
。

※
段
ボ
ー
ル
、
新
聞
紙
、
古
本

(

雑
誌)

は
、
そ
れ
ぞ
れ
ひ
も
で
縛
っ
て
く
だ

さ
い
。

勝
浦
町
住
民
課

二
―
一
五
〇
一

ボランティアグループ「勝浦を考える会」
により新たな保管庫でも

古紙のリサイクル回収を実施
～４月から古紙回収予定～

古紙保管庫

（土）
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●ご購入時の標準添付品（マウス、キーボード、スピーカー、ケーブルなど）も一緒に回収し
ます。マニュアル、CD-ROM、FDは含みません。

●プリンタ等の周辺機器、ワープロ専用機、PDA（携帯情報端末）は対象となりません。

パソコンユーザー

１ パソコンが不要になったら、メー
カーに回収を申し込みます。その
際、ＰＣリサイクルマークのない
製品は費用※をご負担いただきま
す。

２
パソコンを簡易梱包し、
伝票を貼付します。

３

●利用者が大切にしてい
たパソコンを、きちん
と再資源化します。

エコゆうパック
伝票

《対象となる機器》

●デスクトップパソコン
（本体）

●ノートパソコン ●CRTディスプレイ ●液晶ディスプレイ

●集めた使用済パソコン
を再資源化センターに
配送します。

回収指示

配送

回収申し込み

メーカーの
再資源化センター

郵便局

エコゆうパック
伝票

最寄りの郵便局＊に持ち込む
か、郵便局に戸口回収の依頼
の連絡をします。
＊簡易郵便局を除きます。

戸口回収

リサイクル

リサイクル

メーカーの
リサイクル受付

平成15年10月１日以降、家庭のパソコンが不要に
なった場合、購入したメーカーに申し込み、メーカー
が責任をもって回収・再資源化をします。住民とメー
カーが協力しあって、廃棄物の削減、資源の有効活用
の促進を目指す“ＰＣリサイクル”。地球環境と調和
したＩＴ社会の実現のため、ご協力をお願いします。

持ち込み

●利用者にエコゆうパック伝票
を郵送します。

お確かめください。ＰＣリサイクルマーク。

ＰＣリサイクルマークがついた製品は、新たな料金負
担なしで、メーカーが回収・再資源化します。
マークがついていない製品は、回収再資源化料金※を、

利用者にご負担いただきます。
※メーカー指定の方法で、お支払いをお願いします。

家庭の粗大ごみの回収について
このことについて次のとおり実施しますので、

ご協力をお願いします。

日 時 平成16年３月７日
午前８時～午前11時まで
〔雨天の場合は、３月21日 に延期〕

場 所 星谷運動公園駐車場
料 金

運搬料金は １個 2，000円

家庭の粗大ごみ手数料

１個 500円～1，000円（別表２参照）

今後の予定 次回は、６月６日に、家庭の粗大ごみ

の回収を予定しています。

その他 産業廃棄物および事業系廃棄物は、取り扱
いできませんのでご了承ください。
例車両・建設廃材・ガスボンベ・農機具・
バッテリー・毒物などの危険なもの

問い合わせ先

勝浦町住民課 ２―1501

勝浦町クリーンセンター ２―4649

※３月14日
勝浦川マラソンのため

●最寄りの郵便局
に回収を指示。

特定家庭用機器４品目（エアコン・テレ
ビ・電気冷蔵庫・電気洗濯機）は、事前
に郵便局で必要なリサイクル料金を支払っ
てください。（別表１参照）

平成16年４月以降は、電気冷凍庫
についてもリサイクル料金が必要
になります。

※別に郵便局で手数料が１個につき70円必要です。
また、ごく一部の会社の製品がこの料金と違う
ものがあります。

エ ア コ ン 3，675円

テ レ ビ 2，835円

電気冷蔵庫 4，830円

電気洗濯機 2，520円

※消費税含む

リサイクル料金（標準）

（別表１）

家庭で不要になったパソコンの回収・リサイクルが変わります。

（日）

（日） （日）
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品 目 手数料の額

家

具

お

よ

び

寝

具

机またはテ－ブル
（ひきだし等収納
部分無いもの）

卓の最長の辺の長さ
または最大径が1.5ｍ
未満のもの

（運搬処分）

１個 500円

テレビ台
電 話 台

ワ ゴ ン 台の最長の辺の長さ
が１ｍ未満のもの

じゅうたんまたは
電気カーペット

８畳未満に相当する
大きさのもの

ふとん、毛布またはマットレス
衣 装 箱
ブラインド

いす（ソファー以
外のもの）

２人以上で使用する
構造のもの

（運搬処分）

１個 700円

鏡 台

げた箱、たんす、
食器棚、本棚、
その他の棚付き家具

幅および高さの合計
が1.5ｍ以上２ｍ未
満のもの

机またはテ－ブル
（ひきだし等収納
部分有るもの）

卓の最長の辺の長さ
または最大径が1.5ｍ
未満のもの

机またはテ－ブル
（その他のもの）

卓の最長の辺の長さ
または最大径が1.5ｍ
以上のもの

ベッド（マットレ
スを除く。）

ベビーベッド
１人で使用する構造
のもの

ベッドのマットレス スプリングのないもの

ワ ゴ ン 台の最長の辺の長さ
が１ｍ以上のもの

じゅうたんまたは
電気カーペット

８畳以上に相当する
大きさのもの

アコーディオンカーテン

物置（幅および高さの合計が２ｍ未満のもの）
サーフボード
室内用のサイクリング機
室内用のすべり台またはぶらんこ
ぶら下がり式の健康器具
自転車（幼児用三輪車を除く）
畳
その他のもので幅および高さの合計が１ｍ以上
２ｍ未満のもの
ギ タ ー

（運搬処分）

１個 500円

水 槽
ペット用のかごまたは小屋

ゴルフクラブ（複数ある場合は、ひも等で束ねた
ものの最大の外周が１ｍ以下のもの）またはゴル
フバッグ（これに収納されたゴルフクラブを含む）

スキー板（ストック含む）
スノーボード
アンテナ
脚立またははしご
車 い す
米 び つ
スーツケース

幼児用三輪車
荷物運搬用の一輪車
ベビーカー
物 干 台
物干しざお

その他・棒状のものまたは板状のもの（複数あ
る場合は、ひも等で束ねたものの最大の外周が
１ｍ以下のもの）

その他のもので幅および高さの合計が１ｍ未満のもの

その他の大型ごみで次のものは取り扱いをしない。
バッテリー、タイヤ、プロパンガスボンベ、自動車、オートバ
イ、建設廃材、油缶（内容物を含む）、農機具、消火器ボンベ、
太陽熱温水器、農薬や薬品、その他有毒性・危険性・感染性・
悪臭があるもの

品 目 手数料の額

電
気
器
具
・
ガ
ス
器
具
・
石
油
器
具

ウィンドーファン

（運搬処分）

１個1，000円

カラオケの演奏装置

マッサ－ジ器を内蔵したいす

マッサ－ジ器

電子レンジ

プリンター

ワードプロセッサー（デスクトップ型）
（入力用のキーボード含む）

ワードプロセッサー用のディスプレイ

家

具

お

よ

び

寝

具

いす(ソファ－） ２人以上で使用する構
造のもの

げた箱、たんす、
食器棚、本棚、
その他の棚付き家具

幅および高さの合計が
２ｍ以上のもの

机またはテ－ブル
（ひきだし等収納
部分有るもの）

卓の最長の辺の長さま
たは最大径が1.5ｍ以
上のもの

ベッド（マットレ
スを除く。）

２人で使用する構造の
もの

ベッドのマットレス スプリングのあるもの

オルガン（電子オルガン含む）

室内用のランニング機

物置（幅および高さの合計が２ｍ以上のもの）

浴 槽

洗 面 台

その他のもので幅および高さの合計が２ｍ以上のもの

電

気

器

具

･

ガ

ス
器

具

･

石

油

器

具

編 み 機

（運搬処分）

１個 700円

衣類乾燥機

食器洗機（乾燥機能を有するものを含む）

ミシン（卓上式以外のもの）

ファクシミリ

ビデオテープレコーダー

ふとん乾燥機

（運搬処分）

１個 500円

ミシン（卓上式のもの）

加 湿 器

換 気 扇

空気清浄機

除 湿 器

扇 風 機

アンプ

カセットレコーダーまたはミニディスクレコーダー

コンパクトディスクプレーヤー

レコードプレーヤー

スピーカー

チューナー

液晶式のテレビジョン受信機

ワードプロセッサー（デスクトップ型以外のもの）

ガスコンロまたはガステーブル

ストーブ

ファンヒーター

瞬間湯沸器

こたつ（こたつ板含む）

照明器具

食器乾燥機

炊 飯 器

ズボンプレッサー

電気掃除機

ホットプレート
家
具
お
よ
び
寝
具

いす (ソファー) １人で使用する構造のもの

げた箱、たんす、
食器棚、本棚、
その他の棚付き家具

幅および高さの合計が
1.5ｍ未満のもの

（別表２）
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ククリリーーンン情情報報
ごみは正しく出して美しい町をつくりましょう。

３月 ガラスびん収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

第
１
火
曜
日

（２日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

石 原 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

第
２
火
曜
日

（９日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

中 山 集 会 所 前

第
３
火
曜
日

（16日）

生 名

久 国

棚 野

〃

〃

立 川

東 生 名 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ゴミフェンス横

第

４

火

曜

日

（23日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ゴミフェンス横

田 村 さ ん 宅 前

久保の内ゴミフェンス横

長福寺前ゴミフェンス横

旧ＪＡ坂本出張所上ゴミフェンス横

３月
収集日 地 区 設 置 場 所

第
１
月
曜
日

（１日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前
ＪＡ生比奈支所保冷庫前

（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

第
２
月
曜
日

（８日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

消 防 詰 所 横

第
３
月
曜
日

（15日）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵 前

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 裏

河川敷のゲートボール場横

パ チ ン コ 店 前 道 路 南 側

大 井 堰 碑 の 前

第

４

月

曜

日

（22日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

旧 Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

※登録している犬の場合は印鑑と鑑札が必要です。

不用犬の引き取り日

最近ごみフェンスへのごみの出し方を間違って

いる方、マナーの悪い方が増えています。

１ 町指定のごみ袋以外の袋
２ ごみ袋の中身が分別できてない袋
３ 粗大ごみ

これらのごみは収集できません。

ちょっとした心遣いで、分別はできると思いま

す。面倒くさがらず、ルールを守って正しくごみ

を出しましょう。
● ３月24日

ごみの出し方を守って美しい町を

● ３月10日

あき缶（アルミ缶殴スチール缶）収集日程表

（水）

（水）



い
や
し
の
み
ち
づ
く
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

シリーズ
まちづくり
その③

「
お
ひ
な
様
を
飾
っ
た
ら
春

が
来
た
。」
全
国
か
ら
い
た

だ
い
た
、
お
ひ
な
様
へ
の
手

紙
の
中
の
名
言
の
ひ
と
つ
で

す
。春

一
番
が
吹
き
、
ビ
ッ
グ

ひ
な
祭
り
開
宴
と
と
も
に
、
町
に
人
々
が
訪

れ
、
連
日
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
る
な
ど
、
心
お

ど
る
春
を
迎
え
ま
し
た
。
二
月
二
十
二
日
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
、
徳
島
県

知
事
を
始
め
多
く
の
ご
来
賓
の
方
々
の
出
席

が
あ
り
、
祭
り
に
花
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

交
流
の
町
づ
く
り
と
し
て
、
町
内
で
も
数
々

の
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
て
き
ま
し
た

が
、
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
の
よ
う
に
十
六
年
間

発
展
し
続
け
た
イ
ベ
ン
ト
は
、
全
国
的
に
も

珍
し
い
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
今
や
名
実
と

も
に
「
日
本
に
春
を
呼
ぶ
イ
ベ
ン
ト
」
に
定

着
し
、
期
間
中
は
町
の
人
口
の
五
倍
を
超
え

る
三
万
五
千
人
の
人
々
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
二
十
一
世
紀
の
町
づ

く
り
は
、
イ
ベ
ン
ト
や
祭
り
だ
け
で
な
く
、

各
地
区
、
各
集
落
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
、

ど
う
や
っ
て
集
落
を
守
り
、
い
き
い
き
さ
せ

て
い
く
か
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
今

を
生
き
る
者
た
ち
が
、
元
気
あ
る
地
域
の
再

生
・
活
性
化
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
や

孫
が
生
ま
れ
た
「
地
」
に
自
信
と
希
望
を
も
っ

て
、
さ
ら
に
継
続
性
の
あ
る
集
落
活
性
化
に

つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。

今
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、
特
色
あ
る
自

然
や
資
源
、
文
化
・
歴
史
な
ど
の
再
生
・
活

性
の
動
き
が
活
発
化
し
て
い
ま
す
。
今
は
、

小
さ
な
点
と
し
て
の
動
き
で
す
が
、
お
互
い

を
線
で
結
び
、
町
全
体
が
一
つ
の
輪
と
な
っ

て
動
き
出
す
と
き
、
さ
ら
に
グ
レ
ー
ド
ア
ッ

プ
さ
れ
た
も
の
と
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
し
て

そ
の
相
乗
効
果
に
よ
っ
て
、
楽
し
み
な
が
ら

価
値
の
あ
る
、
キ
ラ
リ
と
光
る
ス
モ
ー
ル
タ

ウ
ン
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

町
で
は
、
活
性
化
の
ル
ー
ト
づ
く
り
と
し

て
、
県
が
整
備
を
進
め
て
い
る
「
四
国
い
や

し
の
み
ち
」
の
登
録
に
名
乗
り
を
あ
げ
ま
し

た
。

「
い
や
し
の
み
ち
」
と
は
、
へ
ん
ろ
み
ち

や
「
四
国
の
み
ち
」
を
基
本
と
し
た

歩
く

み
ち
づ
く
り
事
業

で
あ
り
、
計
画
段
階
か

ら
維
持
管
理
、
活
用
策
ま
で
、
地
域
住
民
の

意
見
を
取
り
入
れ
る
「
協
働
型
事
業
」
で
あ

り
ま
す
。
地
域
ご
と
に
「
テ
ー
マ
」
や
「
も

て
な
し
」
を
持
ち
、
地
域
住
民
だ
け
で
な
く

訪
れ
る
人
に
と
っ
て
も
価
値
を
持
つ
み
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

勝
浦
町
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
行
わ
れ
て

い
る
地
域
づ
く
り
を
線
で
結
び
、
個
性
あ
る

「
い
や
し
の
み
ち
」
を
つ
く
る
た
め
に
、
三

月
末
ま
で
に
三
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開

催
を
予
定
し
て
お
り
、
二
月
十
二
日
に
、
第

一
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
平
成

十
六
年
度
に
企
画
・
整
備
・
管
理
・
活
用
策

の
検
討
が
で
き
る
よ
う
に
、
現
在
ル
ー
ト
の

検
討
中
で
す
。

●

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
は
？
●

簡
単
に
い
え
ば
井
戸
端
会
議
に
関
心
を
持
っ

た
人
が
個
人
で
参
加
し
、
職
種
や
役
職
に
と

ら
わ
れ
ず
に
意
見
を
出
し
合
う
会
議
で
す
。

参
加
し
た
方
み
ん
な
が
主
役
で
あ
り
、
み
ん

な
で
企
画
か
ら
管
理
ま
で
携
わ
り
事
業
を
作

り
上
げ
て
い
く
、
そ
れ
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
す
。

第
一
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
内
容
は
、
町

内
で
先
進
的
に
地
域
お
こ
し
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
行
っ
て
い
る
方
に
、
町
か
ら
お
願
い
し

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
初
に
、
徳
島
県
交
流
企
画
課
や
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
方
か
ら
「
い
や
し
の
み
ち
」
に

つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
町
の
担
当
者
か
ら

ル
ー
ト
の
素
案
を
提
示
し
、
そ
の
後
、
参
加

者
で
勝
浦
町
の
『
観
光
・
交
流
の
資
源
』
や

「
も
て
な
し
」
な
ど
に
関
す
る
情
報
や
、
意

見
を
交
換
し
合
い
ま
し
た
。

三
月
に
二
回
目
の
会
議
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

平
成
十
六
年
度

地地
域域
づづ
くく
りり
事事
業業

８



●

お
知
ら
せ
●

第
二
回

推
進
会
議

（
勝
浦
町
い
や
し
の
み
ち
づ
く
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）

日

時

三
月
四
日

午
後
七
時
～

場

所

ふ
れ
あ
い
の
里
さ
か
も
と

第
三
回

推
進
会
議

日

時

三
月
二
十
五
日

午
後
七
時
～

場

所

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
三
階

こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
に
は
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
住
民
の
方
々
が
主
体
と
な
っ
て
参

加
し
、
積
極
的
な
役
割
を
担
う
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
地
域
な
ど
の
集
ま
り
の
方
々
が

取
り
組
む
「
豊
か
な
自
然
を
守
り
、
公
共
的

性
格
を
も
つ
手
作
り
の
事
業
」
に
助
成
す
る

支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
十
五
年
度
で
実
施
さ
れ
た
事
業

◆

与
川
内
ホ
タ
ル
村
保
存
会

ホ
タ
ル
祭
り

◆

今
山
農
村
舞
台
保
存
会

農
村
舞
台
周
辺
環
境
整
備
（
ベ
ン
チ
の
整
備
）

◆

ふ
る
さ
と
活
性
生
名
区
民
の
会

い
ち
ょ
う
の
木
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と

門
松

◆

星
谷
光
流
会

ミ
ニ
八
十
八
ヵ
所
の
整
備

（
事
業
例
）
星
谷
光
流
会
で
は
、
一
・
二

月
に
会
員
が
出
役
を
し
、
ミ
ニ
八
十
八
ヵ
所

周
遊
コ
ー
ス
の
不
用
な
木
を
伐
採
し
ま
し
た
。

そ
し
て
三
月
に
は
紅
葉
、
さ
ざ
ん
か
を
植
樹

す
る
予
定
で
す
。
先
人
が
残
し
た
ミ
ニ
八
十

八
ヵ
所
が
見
晴
ら
し
の
良
い
散
歩
道
と
し
て

よ
み
が
え
り
、
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ふ
る
さ
と
活
性
生
名
区
民
の
会
、

会
長
の
戸
川
敏
宏
さ
ん
は
、
「
こ
の
事
業
を

や
っ
て
み
よ
う
と
、
呼
び
か
け
た
と
き
、
出

役
で
、
し
か
も
十
二
月
の
忙
し
い
と
き
だ
っ

た
の
に
た
く
さ
ん
の
人
が
寄
っ
て
き
て
く
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
び
っ
く
り
し
た
し
、
と
て

も
嬉
し
か
っ
た
。
早
く
も
次
の
構
想
に
つ
い

て
も
ア
イ
デ
ア
が
で
て
い
ま
す
。
地
区
の
活

性
化
に
つ
な
が
っ
た
か
な
あ
と
思
っ
て
い
ま

す
。」
と
話
し
て
い
ま
す
。

十
六
年
度
も
こ
の
事
業
へ
の
参
加
を
募
集

し
ま
す
。
費
用
は
、
予
算
の
範
囲
内
で
の
計

画
費
・
実
費
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
「
地
域

づ
く
り
」
を
考
え
て
い
る
方
は
、
三
月
二
十

五
日
ま
で
に
産
業
振
興
課
（

二
―
一
五
〇

五
）
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
十
六
年
度

地
域
づ
く
り
支
援
事
業
募
集

整備により姿を現したお大師様

会員の出役

９

（事務局素案）
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男 子
優 勝 勝浦キッズＡ
２ 位 勝浦タイガースＡ

３ 位 ＦＣクレインＡ

〇個人表彰者（町内のみ）

坂 口 慶 次（勝浦キッズＡ） ３分51秒

浜 口 郁 章（勝浦キッズＡ） ４分00秒

池 田 拓 矢（勝浦タイガースＡ）４分01秒

湯 浅 司（ＦＣクレインＡ） ４分02秒

粟飯原笑哉（勝浦タイガースＡ） ４分04秒

大久保智昭（生比奈クラブＡ） ４分06秒
定 作 直 哉（勝浦タイガースＡ）４分08秒

山 口 浩 輝（ＦＣクレインＡ） ４分08秒

新 開 祐 作（ＦＣクレインＡ） ４分09秒
田 中 恭 介（ＦＣクレインＤ） ４分09秒

松 浦 功 揮（生比奈クラブＡ） ４分09秒

東 祐士朗（勝浦キッズＡ） ４分10秒

勝 本 龍 登（生比奈クラブＡ） ４分14秒

平 井 雅 人（生比奈クラブＢ） ４分16秒

新 居 昌 司（勝浦キッズＡ） ４分16秒

中 川 卓 弥（勝浦キッズＢ） ４分17秒

河 野 洋 平（ＦＣクレインＡ） ４分17秒

上 田 修 平（勝浦キッズＢ） ４分19秒

横 尾 大 地（勝浦タイガースＡ）４分19秒
木 原 直 人（勝浦タイガースＡ）４分19秒

女 子

優 勝 勝浦キッズＡ
２ 位 勝浦ＪＶＣＡ

３ 位 生比奈少女バレーＡ

〇個人表彰者（町内のみ）

登 木 愛 美（生比奈少女バレーＡ）４分00秒

田 中 理 佳（生比奈少女バレーＡ）４分14秒

宮下莉佳子（勝浦キッズＡ） ４分15秒
新 居 千 里（勝浦キッズＡ） ４分17秒

木 原 麻 衣（勝浦ＪＶＣＡ） ４分17秒

松 下 智 恵（勝浦キッズＡ） ４分23秒

瀧 花 美 咲（生比奈少女バレーＢ）４分29秒

板 垣 麻 香（勝浦ＪＶＣＡ） ４分32秒

野 上 沙 希（勝浦キッズＡ） ４分36秒

湯 浅 幸（ＦＣクレインＢ） ４分36秒

１月25日 、星谷運動公園において勝浦郡内のス
ポーツ少年団駅伝大会が、男子23チーム・女子９チー
ム（ともにオープン参加を含む）の参加により開催
されました。

季節風が強く吹き、厳しいコンディションの中で
はありましたが、選手たちは、たくさんの声援を受
けながら力走しました。

結果は次のとおりです。
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第18回

スポーツ少年団

駅伝大会

手から手へ
チームのために

タスキをつないだ―。

（日）



まちかど散歩みち

横

瀬

星

谷

Ａ

棚

野

山

西

掛

生

名

久

国

星

谷

Ｂ

優 勝 棚野

宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
で
、
棚
野
地
区
に

消
火
栓
用
消
防
設
備
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
！

消火栓付近に備えられたホース格納箱

平
成
十
五
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

棚
野
地
区
で
組
織
さ
れ
た
自

主
防
災
組
織
の
活
動
を
支
援
す

る
た
め
、
消
火
栓
ホ
ー
ス
格
納

箱
な
ど
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

初
期
消
火
や
災
害
時
の
活
動

に
有
効
な
活
用
が
で
き
る
こ
と

と
期
待
し
ま
す
。

このコーナーでは、普段の生活で起こる消費

者トラブルを防ぐための豆知識を紹介します。

この制度は特定の取引について、いったん契

約した場合でも、一定期間は消費者が自由に契

約を解除することができる制度です。
例えば訪問販売によって契約した場合、契約

書面を受け取った日から８日間は、消費者が自

由に契約を解除することができます。

※取引内容によっては、この制度が適用されな
い場合や適用される期間もさまざまな場合が

ありますのでご注意ください。

消費者法律講座

テーマ 「消費者契約法」

場 所 徳島経済センター５階

日 時 ３月19日

午後１時30分～午後３時30分
参加費 無料

※参加希望の方は、事前に電話で徳島

県立消費生活センターまでお申込く

ださい。

問い合わせ先

徳島県立消費生活

センター

（088）623―0611

勝浦町住民課

２－1501

今月のテーマ クーリング・オフ制度
棚野地区

自主防災組織
育成助成事業

No!!
法商徳悪

地区対抗バスケットボール

大会が２月２日から勝浦

中学校体育館において、

男子７チームの参加に

より開催されました。

寒波の到来により、

体調を崩す選手が続出

するなど、厳しい気象

条件の中での大会とな

りましたが、出場選手は

寒さに負けず、はつらつと

プレーをしました。

大会の序盤から熱戦が展開されました。

男子決勝戦は、棚野対星谷Ｂの対戦となりました。

序盤からリードをした棚野が、途中かなりの追い上

げを受けながらもそのまま逃げ切り35対28で勝利し

優勝を果たしました。

おめでとうございます。

結果は次のとおりです。

消費者の豆知識

11

地地区区対対抗抗

ババススケケッットトボボーールル大大会会

消費者講座のご案内

（金）



12

高
齢
化
社
会
の
到
来
に
伴
っ
て
、
勝
浦

町
で
も
ひ
と
り
暮
ら
し
や
高
齢
者
世
帯
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

規
則
正
し
い
食
生
活
は
、
健
康
を
保
つ

上
で
非
常
に
重
要
で
す
。
食
生
活
が
お
ろ

そ
か
に
な
る
と
健
康
を
害
す
る
こ
と
に
も

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
平
成
十
五
年
度
は
、

十
八
人
の
会
員
で
料
理
を
通
じ
て
参
加
者

同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
図
れ
、

健
康
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に

楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

次
の
と
お
り
平
成
十
六
年
度
も
健
康
の

輪
を
広
げ
る
た
め
に
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。あ

な
た
も
、
一
度
料
理
に
挑
戦
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

・
開
催
回
数

年
間
六
回

・
開

催

日

偶
数
月
の
第
三
土
曜
日

午
後
二
時
～

・
開
催
場
所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

・
募
集
人
員

十
人
程
度

・
締
め
切
り
日

三
月
二
十
五
日

※
平
成
十
五
年
度
の
料
理
は
次
の
テ
ー
マ

で
行
い
ま
し
た
。

四

月

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
健
康
食

六

月

旬
の
野
菜
を
使
っ
た
健
康
食

八

月

夏
バ
テ
を
防
ぐ
健
康
食

十

月

高
血
圧
を
防
ぐ
食
事

十
二
月

〃

二

月

か
ぜ
を
予
防
す
る
食
事

申
込
先

勝
浦
町
福
祉
課
保
健
師

二
―
一
五
〇
二

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
喜
楽
苑
周
辺
を

装
飾
す
る
花
を
育
て
て
い
た
だ
け
る
花
づ

く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

喜
楽
苑
を
よ
く
す
る
集
い
で
は
、
地
域

の
環
境
整
備
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
方
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
「
地
域
で
の
花
づ
く

り
」
「
地
域
に
開
か
れ
た
施
設
」
と
い
う

目
標
を
持
ち
取
り
組
も
う
と
し
て
い
ま
す
。

四
季
折
々
の
花
や
木
々
で
季
節
を
感
じ

取
れ
る
よ
う
な
整
備
を
行
い
、
入
居
者
や

施
設
利
用
者
の
心
の
や
す
ら
ぎ
に
な
れ
る

よ
う
に
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

・
活
動
内
容

一

施
設
で
の
活
動

花
壇
づ
く
り
、
土
づ
く
り
、
定
植
、

水
や
り
、
草
引
き

二

自
宅
等
で
の
活
動

自
宅
等
で
育
て
た
鉢
植
え
の
花
で
施

設
を
飾
る

(

苗
・
鉢
・
土
は
提
供
し

ま
す
）。

・
申
込
先

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
喜
楽
苑

担
当

岸
、
圓
藤

二
―
三
七
〇
〇

喜
楽
苑
を
よ
く
す
る
集
い

殿
川
武
男

二
―
二
三
六
一

岡

慶
次
郎

二
―
二
三
二
〇

中
井
清
二
郎

二
―
三
二
〇
五

勝
浦
町
役
場
で
は
、
次
の
と
お
り
臨
時

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

職

種
一
般
事
務(

パ
ソ
コ
ン
経
験
者)

保
育
士
・
看
護
師
・
看
護
師
助

手
・
調
理
員
等

募
集
期
間

平
成
十
六
年
三
月
一
日

～
平
成
十
六
年
三
月
十
五
日

提
出
書
類

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
）

書
類
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
総
務
課

二
―
二
五
一
一

在
宅
の
身
体
障
害
者
の
た
め
の
各
種
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助
並
び
に
社
会
資

源
の
活
用
や
社
会
生
活
力
を
高
め
る
為
の

支
援
、
さ
ら
に
介
護
相
談
お
よ
び
情
報
の

提
供
を
総
合
的
に
実
施
し
、
障
害
者
の
自

立
と
社
会
参
加
の
促
進
を
図
る
事
を
目
的

と
し
て
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

在
宅
の
障
害
者
並
び
に
そ
の
家
族
。

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で
な
い
方

も
対
象
。

相
談
の
方
法

毎
週
水
曜
日
午
後
一
時
～
午
後
四
時

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
一
階
相
談
室

右
記
以
外
の
相
談
は
、

健
祥
会
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

（

〇
八
八（
六
四
一
）五
一
八
七

吉
田
相
談
員
）
へ

利
用
料
金

相
談
は
無
料

相
談
内
容

各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
や
申
請

手
続
き
代
行
、
介
護
や
健
康
管
理
等
に

つ
い
て
の
相
談
助
言
、
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
経
験
に
基
づ
く
助
言
等
を
通
じ

利
用
者
が
社
会
の
中
で
積
極
的
に
自
立

生
活
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
。

平
成
十
六
年
度

「
男
の
料
理
教
室
」

参
加
者
募
集

臨
時
職
員
の
募
集

花
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
募
集
に
つ
い
て

トトアア ララ カカ ルル報報情情

障
害
者
生
活
支
援
事
業

に
つ
い
て（
案
内
）

（月）

（木）

（月）
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育
児
相
談
事
業

子
育
て
を
し
て
い
る
と
心
配
な
こ
と
が

い
っ
ぱ
い
。
そ
ん
な
と
き
は
わ
ん
ぱ
く
教

室
へ
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
。
子
育
て
の
こ

と
で
困
る
こ
と
や
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ

ば
、
誰
か
に
相
談
す
る
と
気
持
ち
が
楽
に

な
り
ま
す
よ
。
一
人
で
悩
み
を
抱
え
ず
、

気
楽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
ね
。

相
談
時
間

平
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時

場

所

生
比
奈
保
育
所

内

容

乳
幼
児
に
関
す
る
来
所
相
談
・

電
話
相
談

日

時

毎
週
水
曜
日

午
前
十
時
～
午
前
十
一
時
三
十
分

場

所

生
比
奈
保
育
所
（
リ
ズ
ム
室･

園
庭
）

対
象
者

〇
歳
～
五
歳
児

家
庭
で
保
育
さ
れ
て
い
る

子
ど
も
と
保
護
者

問
い
合
わ
せ
先

生
比
奈
保
育
所

二
―
三
〇
七
七

10日 ３日

○

わ
ん
ぱ
く
教
室
お
別
れ
遠
足

場
所

大
宮
神
社

時
間

十
一
時
現
地
集
合
・

十
三
時
解
散

わ
ん
ぱ
く
教
室
で
楽
し
く
仲
良
く

遊
ん
だ
け
れ
ど
、
春
か
ら
保
育
所
へ

入
所
す
る
子
も
い
ま
す
ね
。
も
う
、

お
別
れ
で
す
。
最
後
に
ス
テ
キ
な
思

い
出
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
春
の
訪
れ
を

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
共
感
し
ま
し
ょ

う
。

※
雨
天
の
場
合
は
、
十
時
か
ら
生
比

奈
保
育
所
で
保
育
所
の
お
友
達
と

遊
び
ま
す
。

○

わ
ん
ぱ
く
だ
よ
り
配
布

○

親
子
で
わ
ら
べ
歌
や
指
遊
び
を
し

て
遊
ぼ
う

講
師
の
先
生
が
楽
し
く
教
え
て
く

れ
ま
す
よ
。

○

お
誕
生
会

★
三
月
の
わ
ん
ぱ
く
教
室
予
定

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
か
ら
の
お
知
ら
せ

学童クラブは、小学校での授業を終えた

児童が、安全で健全な放課後生活を送り、

心身共に健康であることを目的として活動

しています。

ちゃいるどクラブ学学童童ククララブブ名名称称

場場 所所 生比奈小学校東側

日曜・祝祭日 お盆（８月12～15日）

年末年始（12月29日～１月４日）

休休 日日

保保 育育 料料

平常保育 ５、６、９、10、11、２月 6、000円／月

長期休暇を含む月（４、７、12、１、３月） 7,000円／月

長期休暇 ８月 10,000円／月

長期休暇のみ 夏休み（７月）
夏休み（８月）
冬休み
春休み

3,000円
10,000円
3,000円
5,000円

たけのこクラブ

横瀬小学校西側

学学童童ククララブブ名名称称

場場 所所

日曜・祝祭日 お盆（８月12～15日）

年末年始（12月29日～１月３日）

平常保育 ５、６、９、10、11、２月 低学年 7,000円／月
高学年 3,500円／月

同時に入所している第２子以降の児童 低学年 6,000円／月
高学年 3,000円／月

長期休暇を含む月（４、７、12、１、３月） 低学年 8,000円／月
高学年 5,500円／月

同時に入所している第２子以降の児童 低学年 7,000円／月
高学年 5,000円／月

長期休暇 ８月 10,000円／月

同時に入所している第２子以降の児童 8,000円／月

長期休暇のみ 夏休み（７月）
夏休み（８月）
冬休み
春休み

4,000円
12,000円
4,000円
6,000円

休休 日日

保保 育育 料料

入入 会会 金金

申申 込込 先先

申申込込時時間間帯帯

問問いい合合わわせせ先先

そそ のの 他他

3,000円／人

各学童クラブ

平日午後１時～午後６時

ちゃいるどクラブ事務局 ２－3884
たけのこクラブ事務局 ２－2055

一時預かりも行っています（ちゃいるどクラブ）

生生活活内内容容 下校→宿題→遊び→おやつ→片付け→帰宅 その他体力づくり、読み聞かせなど

平 日 下校時～午後６時30分 土曜、長期休暇、臨時休校日 午前８時～午後６時30分保保育育時時間間

学
童
ク
ラ
ブ
員
募
集
中

次
の
と
お
り
学
童
ク
ラ
ブ
員
を
募
集
し
ま
す
。

（水）（水）
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募
集
期
間

平
成
十
六
年
四
月
一
日
～
二
十
日

貸
付
予
定
者

高
校
生

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
生

大
学
生

（
人
数
に
つ
い
て
は
予
算
の
範
囲
内
）

貸
付
金
等
の
額

奨

学

金

高
校
生

月
額
二
万
円
以
内

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
生

月
額
三
万
円
以
内

大
学
生

月
額
三
万
円
以
内

入
学
準
備
金

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
生
・
大
学
生

入
学
時
に
四
十
万
円
以
内

応
募
の
た
め
に
必
要
な
書
類

一

奨
学
金
貸
付
願
書

二

出
身
学
校
長
の
推
薦
書

三

家
族
全
員
の
所
得
証
明
書

四

町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
の
子
弟
で

あ
る
こ
と
の
証
明
書

（
住
民
票
ま
た
は
戸
籍
抄
本
等
）

五

在
学
証
明
書
ま
た
は
入
学
許
可
書
の

写
し

※
そ
の
他
所
得
等
に
よ
る
規
程
も
あ
り
ま

す
の
で
、
書
類
の
様
式
等
応
募
方
法
に

つ
い
て
は
、
勝
浦
町
教
育
委
員
会
事
務

局

(

二
―
二
五
一
五)

ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
が
い
る
家

庭
で
、
次
に
該
当
す
る
場
合
、
給
食
費
等

の
助
成
（
予
算
の
範
囲
内
）
が
受
け
ら
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

受
給
資
格

前
年
度
ま
た
は
当
該
年
度
に

一
生
活
保
護
が
停
止
ま
た
は
廃
止
と
な
っ

た
。

二

町
民
税
の
減
免
を
受
け
た
か
、
非
課

税
と
な
っ
て
い
る
。

三

国
民
年
金
の
掛
金
ま
た
は
国
民
健
康

保
険
税
の
減
免
を
受
け
た
。

四

児
童
扶
養
手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
る
。

五

職
業
安
定
法
に
基
づ
き
、
日
雇
労
働

者
を
希
望
し
、
求
職
申
し
込
み
を
し

て
い
る
。

六

世
帯
全
体
の
収
入
が
一
定
額
以
下
で

あ
る
。

申
請
書
提
出
期
間

平
成
十
六
年
四
月
一
日
～
二
十
日

※
な
お
、
申
請
書
の
様
式
等
詳
細
に
つ
い

て
は
勝
浦
町
教
育
委
員
会
事
務
局

(

二
―
二
五
一
五)

ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

人
事
院
四
国
事
務
局

第
二
課
試
験
係

〇
八
七
―
八
三
一
―
四
七
六
五

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.jinji.go.jp/

平
成
十
六
年
度

勝
浦
町
育
英
奨
学
金
貸
付
に
つ
い
て

平
成
十
六
年
度

就
学
援
助
制
度

平
成
十
六
年
度

国
家
公
務
員
採
用
試
験
日
程

【大学卒業程度】

試験の種類 申込受付期間 第１次試験

国 家 公 務 員 採 用 Ⅰ 種 試 験 ４月１日 ～４月８日 ５月２日

国 家 公 務 員 採 用 Ⅱ 種 試 験 ４月14日 ～４月23日 ６月20日

国 税 専 門 官 採 用 試 験

４月１日 ～４月16日 ６月13日労 働 基 準 監 督 官 採 用 試 験

法 務 教 官 採 用 試 験

航 空 管 制 官 採 用 試 験 ７月20日 ～８月３日 ９月26日

【高校卒業程度】

試験の種類 申込受付期間 第１次試験

海上保安学校学生採用試験（特別） ４月１日 ～４月９日 ５月23日

国 家 公 務 員 採 用 Ⅲ 種 試 験 ６月22日 ～６月29日 ９月５日

刑 務 官 採 用 試 験

７月20日 ～８月３日

９月19日

入 国 警 備 官 採 用 試 験

９月26日
皇 宮 護 衛 官 採 用 試 験

航空保安大学校学生採用試験

海 上 保 安 学校 学 生 採 用 試 験

海上保安大学校学生採用試験
８月26日 ～９月７日

10月30日

気 象 大 学 校 学 生 採 用 試 験 10月31日

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）（木）

（木） （金）

（火）

（日）

（日）

（日）

（日）

（日）

（日）

（日）

（日）

（木） （金）

（火） （火）

（火） （火）

（木） （火）
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医
療
機
関
等
へ
持
参
す
る
も
の

一

健
康
保
険
証

二

乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
証

三

乳
幼
児
医
療
費
請
求
書

一

〇
歳
か
ら
三
歳
未
満
の

国
民
健
康
保
険
の
人

↓
従
来
ど
お
り
請
求
書
は
あ
り
ま
せ
ん
。

二

三
歳
以
上
四
歳
未
満
の

国
民
健
康
保
険
の
人

↓
藤
色
（
十
五
年
九
月
一
日
か
ら
開
始
）

三

〇
歳
か
ら
三
歳
未
満
の

被
用
者
保
険
の
人

↓
ベ
ー
ジ
ュ
色
（
従
来
ど
お
り
）

四

三
歳
以
上
四
歳
未
満
の

被
用
者
保
険
の
人

↓
桃
色
（
十
五
年
九
月
一
日
か
ら
開
始
）

勝
浦
町
福
祉
課
へ
届
け
出
が
必
要
で
す
。

持
参
す
る
も
の
↓
健
康
保
険
証
・
印
鑑

乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
証

勝
浦
町
福
祉
課
へ
届
け
出
が
必
要
で
す
。

持
参
す
る
も
の

健
康
保
険
証
・
老
人
保
健
医
療
受
給
者

証
・
印
鑑

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
の
行
為
に
よ
っ

て
け
が
を
し
た
場
合
で
も
、
届
け
出
に
よ

り
老
人
保
健
で
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
老
人
保
健
が
あ
な

た
の
医
療
費
を
一
時
立
て
替
え
、
後
で
加

害
者
に
費
用
を
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。示

談
は
慎
重
に

先
に
加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受
け
取
っ

た
り
、
示
談
を
済
ま
せ
て
し
ま
う
と
、
老

人
保
健
で
治
療
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

届
け
先
・
問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
福
祉
課

二
―
一
五
〇
二

固
定
資
産
税
縦
覧
台
帳
（
以
下
「
縦
覧

台
帳
」
と
い
う
。）
を
、
四
月
一
日
か
ら

六
月
三
十
日
ま
で
の
間
、
無
料
で
縦
覧
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
台
帳
に
よ
り
土
地
・
家
屋
の
評
価

が
公
平
に
出
来
て
い
る
か
を
確
か
め
て
く

だ
さ
い
。
家
屋
を
新
増
築
、
改
築
、
取
得

等
さ
れ
た
方
は
、
一
度
確
か
め
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
家
屋
の
表
示
が
さ
れ
て
い
な

い
建
物
に
つ
い
て
は
、
申
請
用
紙
に
記
入

し
、
確
認
の
際
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

閲
覧
場
所

勝
浦
町
税
務
課

閲
覧
時
間

平
日

午
前
八
時
三
十
分
～

午
後
五
時

※
祝
祭
日
は
閲
覧
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
税
務
課

二
―
一
五
〇
三

原
付
自
転
車
や
自
動
二
輪
、
軽
自
動
車

な
ど
に
か
か
る
軽
自
動
車
税
は
毎
年
四
月

一
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

廃
車
や
名
義
変
更
の
届
出
を
し
て
い
な

い
人
、
ま
た
住
所
を
変
更
さ
れ
た
人
は
、

三
月
三
十
一
日
ま
で
に
次
の
窓
口
で
確
実

に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
原
動
機
付
自
転
車

（
一
二
五
cc
以
下
の
バ
イ
ク
）

・
小
型
特
殊
自
動
車

勝
浦
町
税
務
課

二
―
一
五
〇
三

・
二
輪
の
小
型
自
動
車

（
一
二
五
cc
以
上
の
オ
ー
ト
バ
イ
）

四
国
運
輸
局
徳
島
運
輸
支
局

〇
八
八
―
六
四
一
―
四
八
一
二

・
軽
自
動
車

徳
島
県
軽
自
動
車
協
会

〇
八
八
―
六
四
一
―
二
〇
一
〇

ま
た
、
小
型
特
殊
自
動
車
（
農
耕
作
業

用
ト
ラ
ク
タ
ー
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
等
）

も
公
道
を
走
る
場
合
に
は
、
軽
自
動
車
税

の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
登
録
が
必
要
で

す
。
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
な
け
れ
ば
公

道
を
走
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
税
務
課

二
―
一
五
〇
三

乳
幼
児
医
療
費
に
つ
い
て

老
人
保
健
に
つ
い
て

固
定
資
産
税
台
帳
の
縦
覧

廃
車
・
名
義
変
更
は

お
済
み
で
す
か
？

老
人
保
健
の
方
が

交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き

健
康
保
険
証
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

健
康
保
険
証
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

医
療
機
関
を
受
診
す
る
と
き

（ ）（ ）（ ）（ ）
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年金の資格変更や住所変更の届出、忘れていませんか。

春は異動が多い季節

住所変更届…

氏名変更届…

資格変更届…

今
回
は｢
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト｣

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
は

女
性
が
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、
自
分

で
意
思
決
定
を
し
、
行
動
で
き
る
能
力
を

身
に
つ
け
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を
促
進
し
、
職
域

の
拡
大
、
管
理
職
へ
の
登
用
、
審
議
会
へ

の
委
員
の
選
任
な
ど
を
進
め
、
女
性
の
意

見
や
考
え
方
を
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ

反
映
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

徳
島
県
内
の
市
町
村
に
お
け
る
各
種
審

議
会
等
へ
の
女
性
の
占
め
る
割
合
は
十
九･

八
％
、
ま
た
委
員
会
（
教
育
委
員
会
や
選

挙
管
理
委
員
会
な
ど
）
へ
の
女
性
の
占
め

る
割
合
は
五･

四
％
、
議
会
議
員
の
う
ち

女
性
の
占
め
る
割
合
は
五･

二
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。（
平
成
十
五
年
四
月
一
日
現
在
）

勝
浦
町
で
は
順
番
に
八･

六
％
、
三･

六
％

八･

三
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
平
成
十
六

年
二
月
一
日
現
在
）

女
性
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、
政

策
・
方
針
決
定
過
程
へ
参
画
す
る
こ
と
は

女
性
自
身
の
能
力
の
発
揮
や
地
位
向
上
だ

け
で
な
く
、
男
性
社
会
中
心
で
形
成
さ
れ

た
社
会
シ
ス
テ
ム
に
、
女
性
の
発
想
や
価

値
観
が
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
す
べ

て
の
人
に
と
っ
て
、
い
き
い
き
と
し
た
暮

ら
し
や
す
い
社
会
を
つ
く
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。

（
勝
浦
町
住
民
課
）

勝
浦
町
で
は
、
子
育
て
支
援
の
た
め
の

各
種
施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
国
に

お
い
て
平
成
十
五
年
七
月
に
「
次
世
代
育

成
支
援
対
策
推
進
法
」
が
制
定
さ
れ
、
各

自
治
体
が
次
世
代
育
成
支
援
の
た
め
の

「
行
動
計
画
」
を
策
定
し
、
平
成
十
七
年

度
か
ら
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
計
画
策
定
に
向
け
て
、
町

民
の
皆
さ
ま
の
子
育
て
支
援
に
関
す
る
生

活
実
態
や
ご
要
望
・
ご
意
見
を
お
聞
き
す

る
た
め
の
「
次
世
代
育
成
支
援
に
関
す
る

ニ
ー
ズ
調
査
」
を
実
施
い
た
し
ま
す
の
で

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

一

調
査
対
象

〇
歳
～
十
八
歳
ま
で
の
児
童
を
対
象

と
し
ま
す
。

二

調
査
方
法

調
査
対
象
者
全
員
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査

三

調
査
時
期

三
月
上
旬

※
調
査
票
の
配
布
に
つ
い
て
は
、
各
保
育

所
・
小
中
学
校
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す

が
、
そ
れ
以
外
の
対
象
者
に
つ
い
て
は

郵
送
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
福
祉
課

二
―
一
五
〇
二

男
女
共
同
参
画
社
会
を

目
指
し
て

次
世
代
育
成
支
援
に
関
す
る

ニ
ー
ズ
調
査
の
お
願
い

春は年度が始まることもあり、転入や転出、就職

や離職など、異動が多い季節です。国民年金では、

就職などによる資格の変更、転出入による住所の変

更などについては、それぞれ届出が必要となります。

忘れることのないよう早めにお済ませください。

新住所地の市町村役場 (役所) に届け出てくだ

さい。

婚姻などで氏名が変更した場合は住所地の市町

村役場に届け出てください。

① 会社などに就職し、厚生年金等に加入した場

合は、その会社で手続きしてください。役場で

の手続きは不要（国民健康保険の手続きは必要）

です。その際、扶養している配偶者の第３号被

保険者への変更届も忘れないよう手続きしてく

ださい。

② 会社を退職あるいは離職した場合、住所地の

市町村役場で国民年金第１号被保険者への加入

手続き（資格変更届）をしてください。

国民年金に関するお問い合せは、

勝浦町住民課 ２－1501

徳島南社会保険事務所 088－652－3111

国民年金だより
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確
定
申
告
は
、

も
う
お
済
み
で
す
か
。

所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税
は

三
月
十
五
日
ま
で

で
す
。

期
限
を
過
ぎ
て
申
告
や
納
税
を
さ
れ
ま

す
と
、
本
税
の
ほ
か
に
加
算
税
や
延
滞
税

が
掛
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

徳
島
税
務
署
に
お
け
る
確
定
申
告
会
場

は
、
三
月
十
五
日

ま
で
「
ア
ス
テ
ィ
と

く
し
ま
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

徳
島
税
務
署

〇
八
八

(

六
二
二)

四
一
三
一

勝
浦
町
税
務
課

二
―
一
五
〇
三

月 日 対象地区 会 場

３月１日 星 谷 星谷集会所

２日 黒 岩 勝浦町教育集会所

３日 中 角 勝浦町農村婦人の家

４日 今 山 今山ふれあい交流館

５日 山西・掛谷 ＪＡ東とくしま生比奈支所

８日 沼 江 沼江コミュニティセンター

９日 石 原 石原集会所

11日 全 町 勝浦町役場（第１・２会議室）

12日 全 町 〃

15日 全 町 〃

受 付 時 間 午前９時～午後４時

平成16年度 住民税の所得申告および
所得税確定申告受付会場

団
体 対 象

加入
区分

対象となる
事故の範囲

掛金
（1人年額）

傷害保険 賠償責任保険
（補償限度額）

共済見舞金
死 亡 後遺障害

（最高）
入 院

（1日につき）
通 院

（1日につき）

子
ど
も
の
団
体

・中学生以下の子ども
・スポーツ活動を行わない
大人

Ａ 団体活動中と
その往復中 500円 2，000万円 3，000万円 4，000円 1，500円

身体賠償 1人 １億円
1事故 ５億円

財物賠償 1事故 500万円
（各免責1,000円）

突然死
（急性心不全、
脳内出血等）
160万円

・中学生以下の子ども ＡＷ
団体活動中と
その往復中

1，050円
2，100万円 3，150万円 5，000円 2，000円

上記補償に身体・財物賠償
合算で 1事故500万円を加算

団体活動中とそ
の往復中 以外 100万円 150万円 1，000円 500円

身体・財物賠償 合算で
１事故500万円（免責1,000円）

対象と
なりません

・子どもと一緒にスポーツ
活動を行う大人（指導者）

ＡＣ 団体活動中と
その往復中

1，000円 1，000万円 1，500万円 2，500円 1，000円 身体賠償 1人 １億円
1事故 ５億円

財物賠償 1事故 500万円
（各免責1,000円）

突然死
（急性心不全、
脳内出血等）

160万円Ｃ 1，500円 2，000万円 3，000万円 4，000円 1，500円

大
人
の
団
体

・大人の文化活動、ボラン
ティア活動、地域活動

（スポーツの指導、審判、ダンス、踊り等を除く。）
Ａ

団体活動中と
その往復中

500円 2，000万円 3，000万円 4，000円 1，500円 身体賠償
1人 １億円
1事故 ５億円

（免責1,000円）

財物賠償
1事故 500万円

（免責1,000円）

突然死
（急性心不全、
脳内出血等）

160万円

・老人クラブなど
（60歳以上） Ｂ 800円 600万円 900万円 1，800円 1，000円

・大人のスポーツ活動
（野外活動、身体運動を含む。） Ｃ 1，500円 2，000万円 3，000万円 4，000円 1，500円

・危険度の高いスポーツ活動
（アメリカンフットボール、山岳登はんなど。） Ｄ 9，000円 500万円 750万円 1，800円 1，000円

資 料 請 求
（発送センター）
※電話での対応は
しておりません。

FAX専用フリーダイヤル（自動受付）

０１２０-１０４４４２

：★グループ活動中の事故
★往復中の事故

：平成16年４月１日午前０時より
翌年３月31日午後12時まで

（申込受付は３月から）

問い合わせ先

〒770-0939 徳島市かちどき橋1-41 TEL088-655-3660

スポーツ安全協会徳島県支部（徳島県体育協会内）

http://www．sportsanzen．org

財団
法人

ホームページアドレス

「加入依頼書（都道府県別／30名まで記入可）」、「団体員名簿（60名まで記入可）」、「あらまし」、「事故通知ハガキ」、「（団体員
配布用）しおり」のご請求の際、①資料内容（上記印刷物名）②必要部数③送付先の住所④氏名⑤電話番号をお書きのうえ、
左記FAX番号宛お送りください。なお、発送には多少日数がかかる場合がありますので、ご了承ください。
●お急ぎの場合はスポーツ安全協会各支部までご依頼ください。
ホームページ（http://www．sportsanzen．org）でも同様に受付しておりますので、ご利用ください。

1,000万人の保険
スポーツ活動、文化活動、ボランティア活動などに最適な保険です。

税税

対象となる事故

保 険 期 間

（月）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（月）

（火）

（木）

（金）

（月）
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あたたかい手

私
に
は
、
小
学
校
の
時
に
障
害
の

あ
る
同
級
生
が
い
ま
し
た
。
入
学
式

の
と
き
か
ら
勉
強
は
一
緒
に
で
き
な

か
っ
た
け
れ
ど
、
同
じ
ク
ラ
ス
で
名

前
の
順
で
隣
ど
う
し
で
し
た
。
一
年

生
の
時
か
ら
、
何
か
あ
る
と
隣
に
い

て
、
卒
業
式
で
は
一
緒
に
卒
業
証
書

を
も
ら
い
、
と
て
も
い
い
思
い
出
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
子
は
ミ
カ
ち
ゃ

ん
と
い
い
ま
す
。
ミ
カ
ち
ゃ
ん
は
、

生
ま
れ
つ
き
ダ
ウ
ン
症
で
、
そ
の
上

心
臓
の
手
術
を
し
て
成
長
が
私
た
ち

よ
り
も
遅
い
状
態
で
し
た
。

初
め
て
出
会
っ
た
入
学
式
で
は
、

い
っ
た
い
彼
女
は
ど
ん
な
子
な
の
だ

ろ
う
と
不
思
議
な
気
持
ち
で
し
た
。

三
、
四
歳
に
し
か
見
え
な
い
の
で
す
。

誰
か
の
妹
な
の
か
な
あ
と
思
い
な
が

ら
も
、
ミ
カ
ち
ゃ
ん
は
私
の
隣
に
い

ま
し
た
。
あ
と
で
先
生
か
ら
「
障
害

が
あ
る
け
れ
ど
、
み
ん
な
と
同
じ
一

年
生
で
す
。
助
け
合
っ
て
仲
よ
く
し

ま
し
ょ
う
ね
。」
と
言
わ
れ
た
私
は
、

自
分
に
妹
が
で
き
た
よ
う
な
気
持
ち

に
な
り
、
小
さ
い
ミ
カ
ち
ゃ
ん
が
大

好
き
に
な
り
ま
し
た
。
机
を
た
た
く

こ
と
も
あ
る
ミ
カ
ち
ゃ
ん
で
し
た
が

勉
強
以
外
の
行
事
は
い
つ
も
一
緒
に

行
動
し
て
い
ま
し
た
。
先
生
が
い
つ

も
、「
大
変
だ
か
ら
も
う
い
い
わ
よ
。」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
も
、
私
は
目
が
離

せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
学
校
外

の
行
事
な
ど
で
外
に
出
る
と
大
人
は

「
か
わ
い
そ
う
」
と
か
「
大
変
だ
ね

え
」、「
一
緒
に
遊
ん
で
あ
げ
て
え
ら

い
ね
」
な
ど
と
言
い
ま
す
。
こ
ん
な

言
葉
を
聞
く
た
び
に
思
う
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
私
達
子
ど
も

は
、
差
別
も
な
く
素
直
に
行
動
し
て

い
る
の
に
、
大
人
の
人
が
偏
見
で
見

て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
子
ど
も
た

ち
が
そ
れ
に
影
響
さ
れ
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
お
互
い
の
め
ん
ど
う

を
見
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
自
然

に
仲
間
と
し
て
接
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
る
の
で
す
。
私

も
無
理
は
せ
ず
、
ミ
カ
ち
ゃ
ん
を
友

達
と
し
て
遊
び
ま
し
た
。

六
年
間
の
最
後
の
卒
業
式
も
、
私

は
ミ
カ
ち
ゃ
ん
と
「
二
人
で
一
人
」

で
し
た
。
名
前
の
順
番
も
続
い
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
、
前
の
同
級
生
の

子
と
私
で
リ
レ
ー
の
よ
う
に
し
て
、

ミ
カ
ち
ゃ
ん
を
リ
ー
ド
し
ま
し
た
。

私
達
は
当
た
り
前
の
こ
と
だ
と
思
い

な
が
ら
、
毎
日
練
習
し
て
い
き
ま
し

た
。
他
の
同
級
生
も
自
然
体
で
練
習

を
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も

一
番
大
変
だ
っ
た
の
が
、
卒
業
生
全

員
で
行
う
「
呼
び
か
け
」
の
練
習
で

し
た
。
大
き
な
声
で
、
「
あ
り
が
と

う
」
と
言
っ
て
欲
し
い
の
に
、
小
さ

な
声
で
し
か
言
っ
て
く
れ
な
く
て
…
…
。

し
か
し
、
私
は
ミ
カ
ち
ゃ
ん
が
き
っ

と
大
き
な
声
で
言
え
る
と
信
じ
て
い

ま
し
た
。

卒
業
式
当
日
、
ミ
カ
ち
ゃ
ん
は
し
っ

か
り
と
力
強
い
大
き
な
声
で
、「
あ

り
が
と
う
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

本
当
に
う
れ
し
く
て
、
み
ん
な
も

「
や
っ
た
あ
」
と
い
う
気
持
ち
で
ミ

カ
ち
ゃ
ん
を
見
て
い
ま
し
た
。
ミ
カ

ち
ゃ
ん
も
と
て
も
い
い
笑
顔
で
し
た
。

「
カ
ナ
ち
ゃ
ん
、
晴
れ
の
舞
台
な
の

に
、
大
変
だ
ね
え
。
が
ん
ば
っ
て
ね
。」

と
大
人
の
人
に
言
わ
れ
た
と
き
は
、

何
を
言
っ
て
い
る
の
か
と
思
い
、
六

年
生
全
員
が
そ
ろ
っ
て
卒
業
で
き
る

の
だ
か
ら
最
高
だ
よ
と
思
い
ま
し
た
。

担
任
の
先
生
か
ら
は
、
「
大
丈
夫
だ

と
思
う
け
れ
ど
、
カ
ナ
ち
ゃ
ん
が
泣

く
と
ミ
カ
ち
ゃ
ん
が
不
安
に
な
っ
ち
ゃ

う
か
ら
、
堂
々
と
が
ん
ば
っ
て
ね
。」

と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
最
後
に
退
場

す
る
と
き
に
は
、
涙
が
こ
ぼ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
つ
な
い
で

い
た
ミ
カ
ち
ゃ
ん
の
手
が
と
て
も
力

強
か
っ
た
の
で
、「
は
っ
」
と
思
い

胸
を
は
り
、
涙
を
こ
ら
え
な
が
ら
退

場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ミ
カ

ち
ゃ
ん
の
お
母
さ
ん
か
ら
も
「
あ
り

が
と
う
」
と
言
わ
れ
た
け
れ
ど
、
私

こ
そ
、
ミ
カ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
卒
業

す
る
こ
と
が
で
き
て
、「
あ
り
が
と

う
」
と
い
う
気
持
ち
で
し
た
。
私
に

与
え
て
く
れ
た
ミ
カ
ち
ゃ
ん
と
一
緒

の
卒
業
式
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
。

絶
対
に
忘
れ
ま
せ
ん
。

大
人
の
人
達
も
、
子
ど
も
に
聞
こ

え
る
よ
う
に
、「
や
さ
し
い
ね
」「
大

変
だ
ね
」
と
言
わ
な
い
で
、
普
通
に

接
し
て
自
分
の
行
動
を
子
ど
も
に
見

せ
て
あ
げ
て
ほ
し
い
で
す
。
私
達
は

親
や
大
人
の
人
達
の
言
っ
て
い
る
こ

と
は
自
然
に
耳
に
入
っ
て
き
ま
す
。

口
先
だ
け
で
「
あ
あ
し
て
あ
げ
な
さ

い
、
こ
う
し
て
あ
げ
な
さ
い
。」
と

は
言
わ
な
い
で
、
行
動
で
見
せ
て
ほ

し
い
で
す
。
私
は
ミ
カ
ち
ゃ
ん
に
障

害
が
あ
る
か
ら
友
達
に
な
っ
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
当
に
ミ
カ
ち
ゃ

ん
が
大
好
き
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
私

は
ミ
カ
ち
ゃ
ん
と
出
会
え
て
、
と
て

も
幸
せ
だ
っ
た
と
、
今
あ
ら
た
め
て

感
じ
て
い
ま
す
。

法
務
省
人
権
擁
護
局
・
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
第
22
回
全
国
中
学
生
人
権

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
文
集
か
ら
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日
だ
ま
り
に
夫
と
大
根
漬
け
て
お
り
美
味
し
く
漬
か
る
を
話
し
合
い
つ
つ

中
山

谷
喜
美
代

朝
夕
に
合
せ
鏡
に
映
し
見
る
四
国
山
脈
淡
雪
の
峰

中
角

岡
本
ハ
ツ
ヱ

赤
色
燈
か
ざ
し
戸
別
に
呼
び
か
け
る
火
の
用
心
の
声
遠
く
近
く
に

生
名

川
田
タ
マ
ヱ

寒
波
来
れ
ば
衣
料
品
店
賑
わ
い
て
吾
も
お
客
の
一
人
と
な
り
ぬ

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

水
甕
は
晩
秋
の
山
映
し
い
て
水
飲
む
鴉
は
吾
を
恐
れ
ず

坂
本

木
下
茂
子

も
う
誰
も
居
な
く
な
り
た
る
み
か
ん
山
鶴
山
下
ろ
し
の
吹
き
抜
け
て
ゆ
く

横
瀬

日
下
克
子

霜
の
日
も
水
仙
凛
と
咲
き
盛
り
山
茶
花
と
と
も
に
故
郷
の
庭

中
山

栗
城

絹

歯
が
二
本
生
え
き
し
孫
の
微
笑
み
は
頑
固
な
夫
の
笑
顔
を
誘
う

横
瀬

桜
木
千
代
子

よ
き
大
根
育
て
ん
が
た
め
す
ま
な
い
と
詫
び
つ
つ
根
葉
を
間
引
き
い
る
吾

棚
野

島

つ
と
む

無
念
に
も
イ
ラ
ク
で
散
り
た
る
外
交
官
の
幼
き
遺
児
に
涙
止
ま
ら
ず

坂
本

菅
内
久
美
子

は
に
か
め
る
晴
れ
着
の
孫
の
眩
し
か
り
危
う
き
事
な
き
二
十
歳
を
祈
る

棚
野

田
中
茂
子

ま
た
明
日
の
生
き
る
余
白
を
確
か
め
て
今
日
の
日
記
を
ゆ
っ
く
り
閉
じ
る

棚
野

田
中
久
子

老
化
と
は
斯
く
な
る
も
の
か
階
段
を
上
が
る
に
足
の
微
妙
に
重
し

棚
野

殿
川
早
苗

煽
て
ら
れ
勇
み
詠
み
た
る
ヘ
ボ
短
歌
嘲
笑
さ
れ
て
も
批
判
に
感
謝

喜
楽
苑

中
瀬
英
夫

歯
刷
子
の
五
本
が
濡
れ
い
し
朝
々
も
昔
と
な
り
て
吾
の
一
本

横
瀬

中
田
ヤ
ス
エ

妻
の
言
う
久
方
振
り
の
虎
の
Ｖ
日
本
一
で
ま
た
飲
も
う
ネ

茨
木
市

錦
見

武

来
る
た
び
に
言
葉
の
増
え
し
曾
孫
よ
り
元
気
貰
う
は
淋
し
く
も
あ
り

横
瀬

林

と
み
え

願
い
ご
と
す
べ
て
引
き
受
け
し
年
頭
の
村
の
神
社
を
初
日
が
照
ら
す

坂
本

平
尾
智
男

丹
念
に
糠
床
練
り
て
並
べ
ゆ
く
白
き
か
ぶ
ら
の
頭
撫
で
つ
つ

横
瀬

平
山
美
千
江

水･

土･

日
勝
浦
バ
イ
パ
ス
の
「
よ
っ
て
ネ
市
」
軌
道
に
乗
り
し
と
聞
く
も
嬉
し
き

横
瀬

廣
安
美
枝
子

は
に
か
ん
で
手
を
振
り
出
掛
け
し
三
年
の
日
々
も
元
気
で
卒
業
迎
う

沼
江

福
田
房
子

親
指
の
爪
も
農
具
の
一
つ
な
り
と
少
し
延
び
た
る
を
切
ら
ず
に
お
き
ぬ

立
川

堀

梅
子

紅
葉
に
迎
え
ら
れ
た
る
剣
山
の
キ
レ
ン
ゲ
シ
ョ
ウ
マ
は
顔
と
な
り
た
る

横
瀬

丸
関
朋
子

勝
浦
の
蜜
柑
す
だ
ち
が
顔
と
な
り
産
直
市
は
け
さ
も
賑
わ
う

中
山

溝
内
喜
美
代

年
ご
と
に
母
に
似
て
く
る
と
思
い
つ
つ
薬
草
風
呂
に
友
と
浸
れ
る

西
岡

南

昌
子

検
診
の
結
果
を
問
え
ば
両
の
手
で
大
き
な
◯
を
友
は
作
れ
る

沼
江

森
脇
ア
ヤ
子

諍
わ
ず
生
き
ん
と
思
う
落
椿
の
そ
の
紅
色
の
清
ら
か
に
し
て

生
名

柳
田
末
子

一
所
れ
ん
げ
の
花
の
咲
き
こ
ぼ
れ
山
の
畑
に
春
が
来
て
い
る

中
山

山
下
房
雄

腰
痛
も
歳
の
せ
い
だ
と
言
い
な
が
ら
風
呂
を
出
で
来
て
湿
布
貼
り
合
う

坂
本

山
口
昭
市

次
回
作
品
募
集

三
月
一
日
締
切
り

川
柳
一
人
二
句

あ
て
先

横
瀬

中
田
万

里

四
月
五
日
締
切
り

俳
句
一
人
二
句

あ
て
先

生
名

丸
山
香

月

〈
選
の
後
に
〉

二
〇
〇
四
年
の
新
し
い
春
を
迎
え
ま
し
た
。
勝
浦
町
の
出
身
の

方
や
、
勝
浦
在
住
の
人
た
ち
の
今
年
の
作
品
を
楽
し
み
に
、
期
待

し
て
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
県
外
は
お
一
人
、
町
内
か
ら
は
二
十
八
名
の
方
か
ら

作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
誤
字
や
、
ま
ち
が
っ
た

言
葉
の
遣
い
方
を
正
し
た
だ
け
で
、
な
る
べ
く
原
作
の
ま
ま
で
、

一
人
一
首
を
作
者
名
の
五
十
音
順
に
並
べ
て
発
表
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

前
二
回
は
「
勝
浦
を
歌
う
」
テ
ー
マ
で
し
た
か
ら
、
郷
土
を
歌
っ

た
作
品
が
ず
い
ぶ
ん
多
か
っ
た
が
、
今
回
は
極
め
て
少
な
く
、

・
水
・
土
・
日
勝
浦
バ
イ
パ
ス
「
よ
っ
て
ネ
市
」
軌
道
に
乗
り
し

と
聞
く
も
嬉
し
き

廣
安
美
枝
子

・
勝
浦
の
蜜
柑
す
だ
ち
が
顔
と
な
り
産
直
市
は
今
朝
も
賑
わ
う

溝
内
喜
美
代

・
も
う
誰
も
居
な
く
な
り
た
る
み
か
ん
山
鶴
山
下
ろ
し
の
吹
き
抜

け
て
ゆ
く

日
下
克
子

廣
安
さ
ん
の
歌
で
「
よ
っ
て
ネ
市
」
は
水
・
土
・
日
に
開
か
れ

て
い
る
ん
だ
と
知
り
ま
し
た
。
私
は
先
日
、
徳
島
の
友
を
連
れ
て

蜜
柑
を
買
い
に
い
っ
た
ら
「
よ
っ
て
ネ
市
」
誰
も
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
月
曜
日
だ
っ
た
の
で
し
た
。
ま
た
溝
内
さ
ん
の
歌
に
も
あ
る

よ
う
に
「
勝
浦
の
蜜
柑
す
だ
ち
」
は
郷
土
産
物
の
顔
で
す
。
た
し

か
に
産
直
店
「
よ
っ
て
ネ
市
」
は
大
勢
の
人
だ
か
り
で
す
も
の
ネ
。

い
い
販
売
方
法
を
思
い
つ
い
た
と
思
い
ま
す
。
上
勝
町
で
は
農
家

の
人
た
ち
が
彩
（
い
ろ
ど
り
）
商
法
で
個
性
的
な
村
づ
く
り
を
や
っ

て
い
ま
す
ね
。
と
も
に
す
ば
ら
し
い
郷
土
愛
の
一
方
法
だ
と
感
動

さ
せ
ら
れ
ま
す
。

わ
が
郷
土
勝
浦
の
、
ま
だ
ま
だ
隠
れ
て
い
る
素
朴
な
美
し
い
自

然
や
風
物
、
行
事
な
ど
に
目
を
向
け
て
感
じ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

「
勝
浦
を
歌
う
」
テ
ー
マ
は
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

ど
う
ぞ
一
人
で
も
多
く
の
勝
浦
の
方
が
、
わ
が
郷
土
勝
浦
を
歌
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

松
並
武
夫

選

か
つ
う
ら
歌
壇
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国保と医療費

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の

検
認
を
行
い
ま
す

現在交付している被保険者証は、３月31日で有

効期限が満了します。

したがって４月１日以降は、検認を受けなけれ

ば被保険者証を使うことができません。

つきましては、上の日程のとおり係員が出向き

検認を行いますから、必ず被保険者証をご持参く

ださい。

なお、被保険者の方で異動（出生・死亡・転入・

転出・他の健康保険への加入等）があった場合は
印鑑をご持参のうえ、役場窓口で手続きをしてく

ださい。

問い合わせ先 勝浦町税務課 ２－1503

国保に加入している方は、

所得がない方でも申告が必

要です。

まだ、平成15年分の申告

を済ませていない方は、検

認の時に印鑑をご持参くだ

さい。申告を済ませていな

いと保険税の減額が受けら

れませんので、ご注意くだ

さい。

保険証は正しくあつかいましょう

保険証の記載事項を
確かめる
（世帯主の氏名・生年
月日・住所、加入者の
氏名・生年月日、保険
証の記号・番号など）

記載事項にまちが
いがあったら、
税務課に申し出を

かならず
手元に保管する

資格がなくなった
ら、保険証は税務
課に返す
（他の市区町村への
転出、職場の健康保
険に加入したときな
ど）

有効期限が切れた
ら、更新の手続き
をする

世帯主、加入者の
氏名・住所に異動
があったら届け出
を

久国地区は勝浦町税務課で行います。※４月１日以降は勝浦町税務課で行います。

地 区 場 所 時 間 地 区 場 所

石原・沼江 沼江コミュニティ
セ ン タ ー

９:00～９:50 坂 本 坂 本 集 会 所

今山・山西
掛 谷

ＪＡ東とくしま
生 比 奈 支 所 10:00～10:50 坂 本

ＪＡ東とくしま
坂本事業所跡

中 角 農村婦人の家 11:00～11:50 与 川 内
ＪＡ東とくしま
与川内事業所跡

黒 岩 勝 浦 会 館 13:00～13:50 横 瀬 ＪＡ東とくしま
勝 浦 支 所

星 谷 星 谷 集 会 所 14:00～14:50 中 山 中 山 集 会 所

生 名 生名コミュニティ
セ ン タ ー

15:00～15:50 棚野・立川 棚 野 集 会 所

月日 平成16年３月31日（水）
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みんなの健康
の保健行事 〈問い合わせ先 勝浦町福祉課保健師 2-1502〉

日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの等

３ 水 デ イ ケ ア 13:30～15:30 農村環境改善
セ ン タ ー 会 員

８ 月 ツベルクリン反応検査 13:00～14:00 農村環境改善
セ ン タ ー

平成12年３月11日～平成15年
12月10日までに生まれた子

予 診 票
母子健康手帳
予防接種手帳

10 水
ツベルクリン反応判定および
陰 性 者 へ の Ｂ Ｃ Ｇ 接 種 13:30～14:30 農村環境改善

セ ン タ ー
８日にツベルクリン反応
検査を受けた人

予 診 票
母子健康手帳
予防接種手帳

11 木 食 生 活 改 善 推 進 員
研 修 会

10:00～14:00 農村環境改善
セ ン タ ー

推 進 員 エ プ ロ ン
三 角 巾

18 木
健 康 相 談 ９:00～10:00

棚野 集 会所 住 民 健 康 手 帳
運 動 教 室 10:00～11:00

26 金 １ 歳 児 健 康 診 査 13:30～14:00 農村環境改善
セ ン タ ー

平成14年11月１日～平成15年
４月30日までに生まれた子 母子健康手帳

29 月 健 康 相 談 10:00～11:30 勝 浦 会 館 住 民 健 康 手 帳

勝浦町には、食生活の改善・運動の普及推進をし

て、「健康づくりの輪」を広げることを目的とした

食生活改善推進員組織があります。徳島県下では、

29市町村、1,200人の推進員が活動しています。

「共に学び、共に育とう」をモットーに、平成16年

度食生活改善推進員を次のとおり募集します。食生

活に限らず、健康に関心のある方ならどなたでも参

加できます。

主な活動内容
研修会：健康づくり全般について学習します。

講習会：料理講習、運動実習 など

募集人員：約20人

会 費：年間1,000円

※参加を希望される方は、３月12日 までに、

福祉課保健師までお申し込みください。

（ ２－1502）

≪平成15年度の取り組みの紹介≫

今年度は、徳島県でねんりんピックが開催され、

健康フェア｢食生活部門｣として、全国の郷土料理を

紹介し、ご好評いただきました。

また、料理講習会では、今年度の活動の締めくく

りとして、栄養士から「地産地消推進栄養教室～地

元で取れた野菜をバランスよく食べよう～」につい

て、ご指導いただき学習する予定です。

一緒に学んでみませんか？

健康づくりについて 平成16年度

食生活改善推進員を

募集します

郷土料理展示にむけて実習を重ねました

（１）

（２）

（３）

（金）
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保 健 だ よ り

精神保健事業について
勝浦町では、平成13年度から精神保健事業の社会復帰相談指導事業（デイケア）として、病院に通院中

の回復期にある精神障害者の方々等を対象とした“たんぽぽの会”を月に１回開催しています。この会は、

お互いに交流を深め、社会的自立の促進並びに社会復帰を目的にレクレーションやスポーツ、調理実習等

を行っています。

平成15年度の活動内容は次のとおりです。

現在、次の手続きを行っています。

実施年月日 内 容

Ｈ15年４月８日 お花見（生名周辺の散策）

５月７日 草木染め体験教室

６月10日 風鈴・うちわづくり

７月９日 絵手紙

８月12日 よい歯のお話

９月12日 阿南保健所管内合同デイケア

10月７日
ハイキング
※星谷運動公園

①通院医療費公費負担申請
精神の病気を持っている方が、病院に通院される場合に医療費の自己負担が５％となる制度です。

※例えば、国民健康保険に加入されている方で病院にかかり、３割の自己負担が2,700円の場合、この制度を
利用することで自己負担の金額は450円となります。また、訪問看護や病院デイケアにも利用できます。

実施年月日 内 容

11月11日 粘土でちぎり絵

12月11日 クリスマス会
上勝町（りんどうの会）と合同

Ｈ16年１月８日
初もうで
※水神社（棚野）お参り

２月４日
調理実習
平成16年度計画について

３月３日 予定 サルビア作業所見学＆体力測定

②精神保健福祉手帳申請
手帳により、税金の優遇措置や公共施設の利用割引等が受けられるようになります。

※ホームヘルプサービス
家庭等にホームヘルパーが訪問して、家事や身体介護などに関する日常生活の手助けや相談等に

のってくれます。

問い合わせ先

阿南保健所精神保健係 0884－22－0072

勝浦町福祉課 ２－1502

③援護寮・グループホーム・ショートステイ・授産施設の利用斡旋、調整
★援護寮：掃除・洗濯・料理や金銭管理など日常生活指導を行ってくれる施設寮です。

★グループホーム：５～６人で生活する共同住居の場となり、食事や日常生活等の世話をしてく

れる施設です。

★ショートステイ：家族が病気等のなんらかの理由により、障害者が在宅で生活できなくなった

場合に原則として７日以内、援護寮で一時的に生活を送ることです。

※ただし、市町村によってサービスの種類は異なります。

（火）

（水）

（木）

（金）

（火）

（火）

（火）

（火）

（木）

（火）

（水）

（水）
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読書振興協議会

一味違う史跡探訪の旅

子規堂は東京根岸の家を再建したものだと言う
が愚陀佛庵よりも質素な建物である。しかし、今
回の探訪で最も強く印象づけられた所であった。
虚子の一説に、病床に伏した子規は寝返りを打つ
にも水の溜まった足を動かすにも激痛に耐えかね
大声で呻き苦しみ、側で見るに耐えられるもので
はなかったと述べている。そのような病魔に苦し
む日々の内で小康を得る時もありその折りにこの
ガラス窓を通して下景にやすらぎをおぼえ
“鶏頭の十四五本もありぬべし”
“いくたびも雪の深さを尋ねけり”
などと詠んでいる。
子規は私情を去って対象物を素直に写実する客

観的写実を強調し幽玄・枯淡・寂寥などの感情を
表面に詠むことを否定した。自己の死を予感し葬
儀の事などを書き残した子規にすれば諦観惜別の
心情もあってしかるべきに写実主義を貫いたのに
は心服させられる。この部屋に伏し、母や妹の看
病の姿を偲び門下生の心配気な沈憂な空気が漂う
この部屋でガラス窓を通して眺める限られた自然
の景にしばしの安らぎを覚えたのであろう。この
ような子規の姿を瞼に浮かべるとき今回の史跡探
訪の限りない感動を今しみじみと味わっている。

増 井 博

子規の里 松山市を訪ねて
その２

図書かんへ見学に行ったよ 定作奈津美

３、４時間目にバスにのって図書かんに行きました。
図書かんには、やく４万さつの本があるとかん長さんが
言っていました。そんなにたくさんあるとは思っていな
かったのでおどろきました。

かん長さんのお話を聞いた後で「人気のある本は何で
すか」とたずねました。すると「マンガ、ポケモン、ざっ
し」と答えてくれました。しつもんがおわると、２かい
のきょう土し料室に行って、むかしのお金などを見まし
た。きょう土し料室でいちばん心にのこったてんじぶつ
は、スズメばちのすです。とても大きくて１かい２かい
３がいだてになっていました。みんなと行った図書かん
見学はとても楽しかったです。
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室
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話
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二
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日
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二
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図書かんを見学したよ 森 真志

２月３日に図書かんを見学しました。さいしょに
紙しばいを見せてもらいました。しつもんを言うと
きに、ぼくは「子ども用の本は何さつありますか」
としつもんをしました。すると「大人の３分の１く
らい」と答えてくれました。つぎにきょう土しりょ
う室にあんないしてもらいました。中にはツチノコ
やむかしの電話、かせき、むかしの100円さつとか
がいっぱいありました。帰る前に本をかりているけ
ど１さつかりました。ポケモンのマンガをかりまし
た。ぼくはポケモンがすきだからです。
楽しかったです。

横瀬小学校２年生 19名

図書館だより

新着ビデオの紹介

図書館見学に来館

（土）
（日）

（土）
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各 種 相 談

名前 日 時 場 所 備 考

心
配
ご
と
相
談

３月５日
３月12日
３月19日
３月26日

13:00～16:30

勝浦町住民福祉
センター１階

内 容
人権・行政・厚生
福祉

平日でも受付して
おりますので、お
気軽にお問い合わ
せください。
２－4652

交
通
事
故
相
談

３月25日
10:00～16:00

（受付時間
午後３時まで）

小松島中央会館
小松島市松島町
5-6
08853-2-2030

相談員
小 倉 歓 一

問い合わせ先
交通事故相談所
徳島県庁１階
088-621-3200

出
張
年
金
相
談

３月11日
10:00～15:00

勝浦町農村環境
改善センター
１階 相談室

持参するもの
年金手帳または
年金証書

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸
４ 11 18 25

19:30～21:30
木 木 木 木

踊 り
11 18 25

14:00～16:00
木 木 木

歌 謡
９ 16 30

19:30～21:30
火 火 火

生け花
４ 18

19:30～21:30
木 木

大正琴
５ 26

18:30～
金 金

習 字
５ 12 19 26

19:00～21:00
金 金 金 金

◎大正琴は初心者コースもあります。

３月交流講座ご案内

３月１日 山 西 医 院 ２－３０２７

３月３日 勝 浦 病 院 ２－２５５５
３月５日 湯 浅 医 院 ２－２００３

３月７日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

３月９日 上 勝 町 診 療 所 ４－５０１０

３月11日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

３月13日 山 西 医 院 ２－３０２７

３月15日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

３月17日 湯 浅 医 院 ２－２００３

３月19日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

３月21日 上 勝 町 診 療 所 ４－５０１０

３月23日 勝 浦 病 院 ２－２５５５
３月25日 山 西 医 院 ２－３０２７

３月27日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

３月29日 湯 浅 医 院 ２－２００３

３月31日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

平日 午後６時～翌朝午前９時
休日 午後７時～翌朝午前９時

夜間救急当番表

まちのうごき

おくやみ申します

人 口（平成16年１月31日現在）

世帯数 2,112戸
男性 3,238人
女性 3,479人
計 6,717人

出生 男 ３人 女 ３人 計 ６人
死亡 男 ８人 女 ３人 計 11人
転入 男 ５人 女 ７人 計 12人
転出 男 ５人 女 ３人 計 ８人

大字中角

字西山 ）時 本 淳 之

貴実子

長男

信
まこと

大字生名

字中道 ）
芝 藤 寿 人

千 鶴

大字久国

字原 ）
金 澤 豊 幸

裕 子

三男

俊
しゅん

介
すけ

大字生名

字平野

二女

美
み

春
はる）尾 花 裕 史

英 子

お誕生おめでとう

善意ありがとうございました

（

ご結婚おめでとう

大字棚野字織田

大字星谷字山下

西 浩 史
松 浦 友 恵

（ 大字坂本字夷名田

那賀郡羽ノ浦町

山 口 貢
妹 尾 雅 子

長男

慶
けい

大
た

大字生名字神ノ木 山 本 圭 一（75歳）
大字沼江字山路 岡 田 ト メ（86歳）

大字坂本字大伏尾 上 野 源 一（69歳）

大字坂本字宮平 新 居 邦 江（83歳）
大字沼江字一楽 前田ナルミ（92歳）

大字久国字内金 中 西 久 甫（99歳）

大字棚野字鍛冶地 竹 治 清 七（89歳）
大字坂本字生実 西 尾 登（79歳）

新 居 始さん（坂本） 坂 田 淳 一さん（星谷）

新 居 学さん（横瀬） 岡 田 勤さん（今山）

山 本 達 夫さん（生名） 湯浅公一郎さん（棚野）

新 開 惠 治さん（横瀬） 中 西 修さん（久国）

上 野 昌 也さん（坂本） 前 田 正 彦さん（沼江）

上 田 博 司さん（久国）

以上の方から善意銀行に善意がよせられました。
ありがとうございました。

平成16年１月16日～２月15日（敬称略）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（木）

（金）
（金）
（金）
（金）

（木）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（水）


